
OSS Consortium / osscons.jp

Open Source Conference 2026 Kyoto

ＡＩコーディングの普及で
○○○は不要になる？

Open Source Conference 2026 Kyoto

ＡＩコーディングの普及で
○○○は不要になる？

2026年8月1日

[Part 1]14:00〜  [Part 2]15:00?



OSS Consortium / osscons.jp [ 2 ]

この2コマのセッションは‥

LLM・生成AIなどのAI技術によってITエンジニアの仕事も変わりつつ

あります。AIコーディングやバイブコーディングがその代表でしょう。プ

ログラミングが楽になる・要らなくなるというシンプルなものばかりで

はなく、もっとさまざまな影響がありそうです。

このセッションでは、OSSコンソーシアム会員のそれぞれの専門領域

から、その影響を探ってみようとしています。たとえばノーコード開発

ツールの代わりになるのでしょうか。また、データベースアクセスが簡

単になるのでしょうか。
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をちょっとだけ紹介！

一般向け
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OSSコンソーシアムはこんな団体です
【目的】

会員企業（ユーザ）のOSS採用促進
会員企業（ベンダー）のOSSビジネスの推進
OSS市場の活性化貢献

【基本ポリシー】
ビジネスとしてのOSSをメインテーマとして、OSS市場活性化に向けた問題点の解決や利点の発展を
活動主眼とする。
前項実現のためには、会員間での協力による効率的なアウトプットを行うことを心がける。
ユーザが参画できるようなコンソーシアム環境の整備及び活動の実現を目指す

わかりやすく話すと…
↓
OSSの価値観を大事にしている企業メンバが集まったビジネスコンソーシアムです。

仕事に役立てられる活動をしたいと思っているメンバが中心ですが，会員各位の参加の動機はとても
様々だと思います。

テーマを共有できるメンバと一緒に部会活動をすることが，最大の売り物です。
会員同士の取引関係はあったりなかったりいろいろですが，そこは重要ではありません。

他社と集まれることにメリットと喜びを感じているメンバが多いので，懇親会は公式・
非公式によくあります。
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参加するとできること

部会活動
参加部会数や参加人数に
制限はありません。
部会やイベントによっては
ゲスト参加も可能です。

他社との交流の場
部会，委員会，懇親会，イベント
出展，などなど

Webサイトやメルマガを使った自社活動の告知や
アピール

OSSに関連している必要があります。

部会活動や出展イベントの場で会員企業の製品・サービ
スをテーマにすることも可

正会員として部会活動の主要メンバになっていただく必要があります。

参加するとできること
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部会・支部構成など

AI IoT Robotics Automotive部会 オープンCOBOLソリューション部会
東京システムハウス（株）　
比毛　寛之

～IoT/組込み/人工知能分野におけるOSSの普及・利用の促進を行う～
　

IoT/組込み分野、ロボット/自動運転とそのための人工知能(AI)分野など
で使用されるOSSの情報収集、議論、情報共有を行います。また、当該分野
におけるOSSの普及・利用の促進に向けた活動を行います。

～基幹システムへのopensource COBOLの普及促進を図る～
プロプライエタリな環境が一般的なCOBOLの開発においてもオープンソー
スのメリットを活かすため、OSS COBOLを技術・ビジネスの両面からサ
ポートできるように整備していき、基幹システムにおけるOSS化の普及・促
進を図ります。

東海支部分散コンピューティング部会データベース部会

株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー 
鵜川　徹

溝口　則行
（TISI株式会社)

（株）パドラック　　
杉本　等

（株）日立ソリューションズ
才所　秀明

(株) ノーチラス・テクノロジーズ
目黒 雄一

～データベース領域でのオープンソースの更なる発展促進を図る～
特定のプロダクトにとらわれず、第三者的な立場で様々なデータベース
の情報を収集し、それらをユーザ・ベンダにフィードバックする機会を提供
します。また、データベースの垣根を越えたイベントなどを開催します。

～ オープンソースの分散コンピューティング技術の普及促進 ～
　オープンソースの分散コンピューティング技術は、ニアリアルタイムの
ストリーム処理も可能な技術に発展し、IoTやAIなどの基盤技術と
なっています。本部会では、分散コンピューティングの分散処理技術に焦点を
あて、情報収集・情報交換及び公開を行い、導入活用に向けた普及促進を行
います。

～東海地方のOSSのビジネス利用促進を図る～　
東海地方において、OSSの利用促進とともに、ビジネス拡大を図りま
す。調査、勉強会およびセミナーを通じ、OSSを広く知ってもらい、導
入利用のサポートおよび開発など、この地域のOSSビジネスの受け
皿となるように活動していきます。

OSSTech（株）　　代表取締役　小田切　耕司
私たちOSSコンソーシアムは、社会貢献活動からビジネス
創造までを活動の軸にしている組織です。昨今IoTやAI、自
動運転などのテクノロジにはOSSが当たり前のように使わ
れています。そのような時代の中で多種多様な部会活動を
通して、具体的に成果を残し発信することでOSSの発展を
支援しています。OSSには変化の激しい時代を生き抜く力
があると信じています。エンドユーザー、公共機関、学生、ソ
フトウェアベンダの力を合わせることで、更なるOSSの発展
に尽力していく所存です。
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

会長挨拶

株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー 
鵜川　徹

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
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オープンソースカンファレンスのセミナーはYouTubeで配信

→ https://www.youtube.com/@OSSConsJP

https://www.osscons.jp/
https://www.osscons.jp/
https://www.youtube.com/@OSSConsJP
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内田 太志 さん （株式会社インプリム）
「 AIコーディングの普及で
　ノーコードツールは不要になる？ 」
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梶山 隆輔 さん (日本オラクル株式会社)
「 AIコーディングの普及でSQLは不要になる？」
梶山 隆輔 さん (日本オラクル株式会社)
「 AIコーディングの普及でSQLは不要になる？」
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このセッションは‥

LLM・生成AIなどのAI技術によってITエンジニアの仕事も変わりつつあります。AIコー

ディングやバイブコーディングがその代表でしょう。プログラミングが楽になる・要らなく

なるというシンプルなものばかりではなく、もっとさまざまな影響がありそうです。

Part 2では、パネリストメンバを増強して座談会形式でディスカッショ

ンをします。

Part 1の発表を受けて、ノーコードツールの役割が変わったり、SQL

などDBアクセスが楽になったり、専門ツールが不要になったりするの

でしょうか。また他の分野、たとえば組み込み分野はエンタープライズ

領域と事情が異なる面があるのでしょうか。そのとき、OSSコミュニ

ティの役割や期待することも変わってこないのでしょうか。
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溝口 則行
ＴＩＳI株式会社
独立行政法人

情報処理推進機構（IPA）

OSSコンソーシアム

竹岡 尚三
株式会社アックス

OSSコンソーシアム
AI IoT Robotics 

Automotive部会

パネリスト と モデレータ

鵜川 徹
株式会社

デジタル・ヒュージ・
テクロノジー

OSSコンソーシアム
AI IoT Robotics 

Automotive部会

梶山 隆輔
日本オラクル株式会社

OSSコンソーシアム
データベース部会

内田 太志
株式会社インプリム
OSSコンソーシアム
データベース部会

席はこの配置で
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竹岡 尚三さん (株式会社アックス)竹岡 尚三さん (株式会社アックス)
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鵜川 徹 さん
(株式会社デジタル・ヒュージ・テクロノジー)
鵜川 徹 さん
(株式会社デジタル・ヒュージ・テクロノジー)
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モデレータ 溝口 則行
( TISI株式会社
  独立行政法人情報処理推進機構 )

モデレータ 溝口 則行
( TISI株式会社
  独立行政法人情報処理推進機構 )
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オマケ情報（討論を始める前に‥）

7月下旬にIPAより「DX動向2026」調査の要約版が公開されました。

(「DX動向2026」本編もこのセミナーの直前に公開されたかもしれません)。

この調査では，日本企業のAI活用動向が今年から追加されています。

• 今回発表された調査結果の中からいくつか紹介します。

今回のテーマが「ＡＩコーディングの普及で〜」なので，AI関連のデータを参考

としてお示ししますが，クロストークの論点とはあまり関係しないかもしれませ

ん。

• ※ 7月30日に，「DX動向2025」の本編が公開になりました。

　 https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2026.html

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2026.html
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[ネタ①] ＡＩの導入状況 DX動向2026調査のポイント 図表4: AIの導入状況（従業員規模別）
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html

大企業では，ご立
派な導入状況。
中小企業ガンバレ！

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
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[ネタ②] ＡＩ導入の効果

「一定の」効果‥。
もちろん無いよりは
いい。

DX動向2026調査のポイント 図表5: AI導入による効果の状況
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
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[ネタ③] AIの利用用途 DX動向2026調査のポイント 図表6: AIの利用用途
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html

主にココ
　↓
次ページに拡
大

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
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[ネタ③] AIの利用用途 DX動向2026調査のポイント 図表6: AIの利用用途
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html

「やってます」
なのか，
「やりたい」の
か‥

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
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[ネタ④] AIの具体的効果 DX動向2026調査のポイント 図表7:AI導入による具体的効果の内容
https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html

システム開発・ソフトウェア開発
へのAI活用での効果はこのあた
り？

https://www.ipa.go.jp/pressrelease/2026/press20260716.html
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観点① : AIに浸食される技術分野-1 

(Part 1のつづきで)

技術や特定ジャンルの
ＩＴツールが不要になる？

(a)内田さんの発表に‥ 賛成？ 異論あり？
(b)梶山さんの発表に‥ 賛成？ 異論あり？
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観点② : AIに浸食される技術分野-2 

他の分野ではどう？
（たとえば組み込み系とか）
組み込み系でのAIの活用ポイントは？
 （エンタープライズ系との比較ができたらいいな‥）
もっと他の分野でもAIに浸食されそうなところや，
逆に AI耐性？がありそうなところってある？
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観点③ ：人の知恵・他者との協調は？

ＯＳＳコミュニティも不要？
そもそも人の集団への依存が不要？

AIがあってもOSSコミュニティに期待することは残る？
（懇親会はやりたいよね）
コミュニティはあった方がいいけど年寄りは要らない？
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ご意見 ?

ご質問 ?

会場からの

時間があるかな？
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〔最後に〕 ： パネリストにお訊きしたいこと

不用品扱いされない
存在価値を目指して‥
おひとりずつ，ご意見表明を
我田引水なメッセージも可

このパートだけ順番を決めておきます。
内田さん→梶山さん→鵜川さん→竹岡さん(トリ)
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まとめ‥
/* たぶんまとまらない‥ */
まとめ‥
/* たぶんまとまらない‥ */
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ご参加ありがとうございました
登壇者一同

＆

ご参加ありがとうございました
登壇者一同

＆

本資料はLibreOfficeで
作成しています。

https://ja.libreoffice.org/
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